
第
27
回
市
川
三
郷
町
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

町
制
施
行
10
周
年
記
念

今
年
も
聞
き
ま
し
た

「
神
明
の
花
火
」
の
魅
力
と
ご
意
見

　
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
い

た
「
神
明
の
花
火
」。
花
火
開
始
前
の
会
場
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
回
答
い
た
だ
い
た

い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
回
答
か
ら
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

よ
り
良
い
花
火
大
会
を
目
指
し
来
年
以
降
に
反
映
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
神
明
の
花
火
の
魅
力
は
？

Ａ
・�

圧
倒
的
な
迫
力
と
花
火
構
成
。
派
手
だ
け
で
は

な
く
、
渋
い
色
の
花
火
も
こ
の
花
火
大
会
で
知
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
静
岡
県
・
ゆ
う
こ
さ
ん
）

　
・�

煙
火
店
の
技
術
の
高
さ
が
一
番
の
魅
力
。
主
催

者
が
花
火
の
魅
力
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
野
県
・
名
無
し
さ
ん
）

　
・�

音
楽
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
良
い
。
質
の
高
い
花
火

が
い
っ
ぱ
い
。
お
客
さ
ん
の
質
が
高
い
！

（
埼
玉
県
・
菅
原
さ
ん
）

　
・�

日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
煙
火
店
の
花
火
が
見
れ

る
と
こ
ろ
。
毎
年
風
向
き
が
良
い
。
日
本
の
ベ
ス

ト
５
に
入
り
ま
す
！
（
神
奈
川
県
・
神
明
の
花
火
好
き
さ
ん
）

　
・�

市
川
三
郷
町
の
二
社
の
煙
火
店
の
花
火
を
堪
能

で
き
る
。
雰
囲
気
が
の
ん
び
り
し
て
い
る
。

（
静
岡
県
・
山
本
さ
ん
）

　
・�

駐
車
場
案
内
、
売
店
、
ト
イ
レ
な
ど
他
の
花
火

大
会
と
比
較
し
て
も
満
足
で
す
。

（
愛
知
県
・
モ
ト
ナ
オ
さ
ん
）

Ｑ
．
ご
意
見
・
ご
要
望

　
・�

レ
ベ
ル
の
高
い
花
火
大
会
な
の
に
知
名
度
が
低

い
。
静
岡
に
も
大
き
な
花
火
大
会
は
あ
る
が
、
神

明
の
花
火
に
は
か
な
わ
な
い
。
他
の
花
火
大
会
よ

り
、
神
明
の
花
火
の
方
が
秀
で
て
い
る
部
分
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
　
　
　
　
　（
静
岡
県
・
イ
シ
ヤ
マ
さ
ん
）

　
・�

ス
タ
ッ
フ
が
と
て
も
親
切
。
早
め
に
来
て
も
景
色

や
屋
台
な
ど
楽
し
め
る
。
ゴ
ミ
袋
の
配
布
は
良
い
。

（
山
梨
県
・
小
松
さ
ん
）

　
・�

事
故
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
山
梨
県
・
石
原
さ
ん
）

　
・�

グ
ッ
ズ
の
充
実
を
！
　
　
　
　（
神
奈
川
県
・dtv

さ
ん
）

　
・�

カ
メ
ラ
マ
ン
席
の
設
置

（
秋
田
県
・takatakashi

さ
ん
・KA

T
O

さ
ん
）

　
・�

ト
イ
レ
が
も
う
少
し
多
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
梨
県
・
も
ぉ
さ
ん
）

　
・�

駐
車
場
の
確
保
が
大
変
だ
っ
た
。
有
料
で
い
い

の
で
増
や
し
て
欲
し
い
。
　
　
　（
東
京
都
・
関
口
さ
ん
）

　
８
月
７
日
、
第
27
回
神
明
の
花
火

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
飛
躍
』

　
市
川
三
郷
町
誕
生
10
周
年

　
新
た
な
10
年
へ
の
幕
開
け

　
～
祈
・
鎮
魂
と
復
興
～

　
当
日
は
雷
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
開
始
時
間
に
は
夕
焼
け
も
見
ら

れ
良
風
が
吹
く
な
か
、
約
２
万
発
の

花
火
が
夜
空
に
煌
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
前
に
は
、
今
年
４

月
に
姉
妹
町
と
な
っ
た
静
岡
県
西
伊

豆
町
よ
り
伝
統
花
火
の
「
手
筒
花
火
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
（
表
紙
の
写
真
）。

　
今
年
も
、
大
き
な
事
故
も
な
く
、

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

神
明
の
花
火
大
会
は
、
準
備
か
ら
翌

日
早
朝
の
片
付
け
ま
で
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
関
係
者
一
同
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
祈
り
ま
す
。

9
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市川三郷町ふるさと夏まつり
第27回神明の花火大会の実績
■�大会テーマ「飛躍」市川三郷町誕生10周年
　新たな10 年への幕開け　～祈・鎮魂と復興～
■�花火協賛金 48,690,000 円（196 社） 
　※町からの花火打上委託金 6,000,000 円を含む
■�メッセージ花火 480,000 円（８件）
■�運営費協賛金 2,580,000 円（67社・団体）
■�町から運営費へ補助金 4,000,000 円
　※内1,000,000 円は花火打上へとふるさと納税された分です
■�有料観覧席売上 21,505,000 円
■�グラウンド出店 82店
　（スポンサー、ＪＡ西八代、町商工会、富士川町商工会、南アルプス市商工会）
■�当日ボランティア 山梨学院大学生ほか一般７名
■�清掃ボランティア 市川中学校ほか15団体

①

②

③

④

⑤⑥

⑧

⑨⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑱

⑮

⑯

⑰

⑲

⑳

⑦

写真で振り返る

８月７日。

①神明社への安全祈願から「神明の花火」は始まります ②③④打上現
場は多くの筒が設置され花火開始を待ちます ⑤今年は金曜日開催の
影響か来場者の入りが早く、シャトルバスの運行も早められました ⑥
市川大門駅で笑顔をゲット！ ⑦花火開始前、会場へ向かう人の列は途
絶えません ⑧この日の主役！どんどんもハッスルしていました ⑨グ
ラウンドには今年もいろいろなお店が出店し長い列を作っていました 
⑩岐阜県の下呂市から、下呂温泉で行われている「花火ミュージカル
冬公演」を記念して誕生した音と光の天使『はなミュー』が応援に来
てくれました ⑪ロータリークラブでは、今年もゴミ袋の配布を行って
いただきました ⑫会場では思い思いに花火開始を待ちます ⑬今や欠
かすことのできないＵＴＹの大西さん、今年も秀逸な進行ありがとう
ございました ⑭西伊豆町から手筒花火の披露 ⑮町制施行 10周年記
念バージョンのオープニング花火 ⑯グランドフィナーレでは夜空一
面が花火で埋め尽くされました ⑰花火終了後、花火師さんと光のエー
ル ⑱片づけを待つ翌朝のグランウンド… ⑲⑳毎年清掃活動に参加い
ただいている峡南青年会議所の皆さんと市川中学校の生徒の皆さん
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8:30 スタート : 34㎞の部
9:30 スタート : 16㎞､ 8㎞の部
　トレイルランの参加及びボランティアの申し込みは９月

11日㈮まで受付中です。問い合わせは、町企画課☎ 055-

272-1103、大会事務局☎ 049-294-5603まで。町ＨＰから

も確認できます。

トレイル
舗装路

スタート
ゴール

（1279m）

新八坂峠AS

県道36号線

西肩峠AS

8kmの部
ゴール

四尾連峠AS

蛾ヶ岳 大平山

下九一色AS
大畠山

桜峠AS

大門碑林公園

AS=エイドステーションの略（給水所）

JR身延線

市川三郷町役場

山梨中央銀行市川支店
（スタート/ゴール）

16km
34km

8km

山梨中央銀行市川支店スタート

　

第
３
回
市
川
三
郷
四
尾
連

稜
線
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を
10
月

18
日
日
に
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
３
つ
の
コ
ー
ス
が
用
意

さ
れ
て
お
り
、
県
内
外
か
ら

約
７
５
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
、
山
梨
中
央
銀
行
市

川
支
店
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に
併
せ
大

会
当
日
、
車
両
通
行
規
制
を

行
い
ま
す
。

（
詳
細
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

【34km】�山梨中央銀行市川支店前～中央通り～大門碑林公園～四尾連峠～四尾連湖畔～大畠山分岐～蛾ヶ岳～八坂峠～
　　　　下芦川～県道 36 号線～桜峠～上野地区～中央通り～山梨中央銀行市川支店前 [ 制限時間：８時間 ]
【16km】�山梨中央銀行市川支店前～中央通り～大門碑林公園～四尾連峠～四尾連湖畔～四尾連峠～大畠山～
　　　　大門碑林公園～中央通り～山梨中央銀行市川支店前 [ 制限時間：５時間 ]
【 8km 】�山梨中央銀行市川支店前～中央通り～大門碑林公園～四尾連峠～四尾連湖畔 [ 制限時間：４時間 ]

■昨年の34kmの部、スタートの様子

し　び　れ

町制施行１０周年記念
第３回  市川三郷

2015１０．１８日

9
2015
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【本　　館】☎055-272-8888  開館時間 9:00 〜 17:00（木曜日は 19:00 まで）
　■休館日：毎週月曜・祝日・年末年始・月の最後の平日

【三珠分館】☎055-272-1204  開館時間 9:00 〜 17:00 
　■休館日：毎週日曜と月曜・祝日・年末年始

【六郷分館】☎0556-32-2002 開館時間［平日］正午〜 19:00［土・日］9:00 〜 17:00
　■休館日：毎週月曜・祝日・年末年始

【期間】９月27日日まで
【提供】リサイクルクラフト

おひさまキッズ

■本　　館－ [ 乳　幼　児 ] ９/24 ㈭ 11:00 〜11:30
■三珠分館－ [ 幼児～小学 ]  毎週 ㈫ 16:30 〜17:00
　　　　　　[ 乳　幼　児 ]  今月はお休みします
■六郷分館－ [ 幼児～小学 ] ９/15 ㈫ 15:30 〜16:00

今月のおはなし会 　気軽にお越し下さい！

展示コーナー（本館）

『リサイクルクラフト
おひさまキッズ』展

　増田直志はヒマラヤ山脈のカンチェンジュンガの雪
崩で命を落とした兄のザイルが、何者かによって切断
されていたことに気付く。兄は事故死ではなく何者に
よって殺されたのか？相次いで二人の男が生還を果た
すが、全く逆の証言をして…。兄の死の真相を突き止
めるため、増田は高峰に隠された謎に挑む！

『生還者』
（下村敦史・著 / 講談社）

■一般向け

新 書図着

『アーチー・グリーンと
魔法図書館の謎』

（D.D. ｴｳ ｪ゙ﾚｽﾄ・作 /こだまともこ・訳 / 石津昌嗣・画 /あすなろ書房）

　12 歳の誕生日、アーチーに届けられた謎の小包。そ
れは、イングランド最古の法律事務所に、400 年前に
預けられたものだった。この小包には、奇妙なメッセ
ージが…。〈暗黒の魔法〉が記された７冊の「恐怖の書」
をめぐる謎解き冒険物語。危険な魔法をねらって、〈食
らう者〉が動き出す…！

■児童向け

本館

【場　所】市川チャイルドセンター子ども館友優
【講　師】藤森恵理香さん

（山梨県立図書館 企画調査課 子ども読書推進担当）
【対　象】小さい子どもさんのいるお父さん・お母さん

　　　　　絵本に興味のある方など、どなたでも。

絵本の
読み聞かせ講座

臨時休館のお知らせ
９月26日土、27 日日

　９月 27 日㈰に市川大門町民体育館で町制施行 10 周年
記念「ＮＨＫのど自慢」が開催されます。前日及び当日は、
町民会館駐車場周辺や控室となる町民会館内の混雑が予
想されます。図書館利用者の安全を考慮するために、上
記の日程で臨時休館いたします。
　ご不便をおかけいたしますが、何卒、ご理解・ご協力
よろしくお願いいたします。

10/６火
AM10:00 ～ AM11:30

　 六 郷 分 館 で「 折 り
紙教室」を開催しま
した。いろがみを使っ
た万華鏡づくりに挑
戦しました。
　 い ろ が み の、 組 み
合わせかたで一人一
人みんな違う万華鏡
が で き ま し た。 完 成
した時の笑顔もステ
キでした。

夏
の
工
作
教
室　
各
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

（８/１六郷分館）

　三珠分館では、「手
づくり教室」を開催
し ま し た。 ラ ッ プ の
芯を使った万華鏡を
作 り ま し た。 き れ い
なオリジナルの万華
鏡ができました。

（８/２三珠分館）

　市川大門町民会館
で、 夏 の 工 作 教 室 を
開催しボートづくり
行 い ま し た。 ボ ー ト
に色を塗ったり模様
を 描 い た り と、 個 性
あふれる作品が出来
上がりました。

（８/１１本館）
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私
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
市

川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
に
な
り
、
今
年
で
４
年
目

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
の
私
が
考
え
る
男
女
共
同

参
画
社
会
と
は
、「
男
性
も
女
性

も
性
別
・
年
齢
・
経
験
な
ど
に

か
か
わ
ら
ず
、
持
て
る
力
を
出

し
合
い
協
力
し
あ
う
社
会
を
、

家
庭
や
職
場
で
実
現
す
る
こ
と
」

で
す
。

　

最
初
は
、「
男
女
共
同
参
画
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
だ

け
で
、
じ
ゃ
あ
具
体
的
に
な
に

を
す
れ
ば
良
い
の
？
と
言
わ
れ

れ
ば
、
内
容
に
つ
い
て
は
全
く

わ
か
ら
な
い
状
況
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
れ
で
も
推

進
委
員
と
し
て
定
期
的
に
活
動

を
行
い
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
い
ろ

い
ろ
な
立
場
に
あ
る
人
の
話
を

聞
く
な
か
で
、
徐
々
に
、
男
女

共
同
参
画
と
は
た
だ
「
男
と
女

は
違
う
け
ど
平
等
」
と
い
う
よ

う
な
中
立
的
な
考
え
で
は
な
い

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
は
、
す

そ
野
の
広
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、

個
々
の
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
内

容
が
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
興
味
や
関
心
を
持

つ
人
が
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
今
の
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。
実
際
に
は
、
男

女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
は

知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
意
味
と

な
る
と
よ
く
分
か
ら
な
い
、
実

感
が
な
い
と
い
う
人
が
大
半
を

占
め
る
の
が
現
状
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
若
い
世

代
だ
け
で
な
く
幅
広
い
世
代
を

対
象
と
し
て
、
身
近
な
問
題
や

関
心
の
高
い
事
が
ら
を
テ
ー
マ

に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
絡

め
な
が
ら
広
く
紹
介
す
る
こ
と

で
、
考
え
る
機
会
を
少
し
ず
つ

増
や
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
と
、
今
改
め
て
感

じ
ま
す
。

　

ま
だ
、
私
自
身
も
男
女
共
同

参
画
を
理
解
し
た
と
は
言
い
難

い
の
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、

今
後
も
幅
広
く
様
々
な
意
見
・

考
え
を
学
び
、
多
く
の
人
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
も
継
続
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

79

男
女
共
同
参
画
を

改
め
て
考
え
る

　
平
成
24
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
～
輝
く
笑
顔
い
ち
か
わ
み
さ
と

～
」
が
策
定
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
見
直
し
後
の
プ
ラ
ン
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

河
西
　
翼

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

あ 

や 

な

と 

も 

き

ち 

な 

つ

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

７月届出分
（敬称略）

お
く
や
み

お
め
で
た

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

あ 

や 

な

と 

も 

き

ち 

な 

つ

誕
生
元
気
に
育
っ
て
ね

氏　

名

届
出
人

地　

域

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　
　

ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

9
2015
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●山梨行政区画地図

●日　記　�行事予定表、ふるさとの祭り・行事

●郷土編　�郷土自慢、山梨県の位置、主要山岳、主要河川、主要湖沼、
甲府盆地をとりまく山々、高さ（山）と深さ（湖沼）くらべ、
山梨県の歌、緑のふるさと（県民愛唱歌）

●統計編　�山梨県主要指標、統計でみる山梨のすがた

●名簿編　�各種議員等名簿

●生活編　�暮らしの相談窓口、警察署一覧、市町村所在地等一覧、在
県主要官庁等、山梨県内公立図書館、美術館、文学館、
博物館、スポーツ施設、諸届けはこうして、土砂災害警戒
情報システム

●全国主要都市地下鉄路線図

●特集記事　�「富士山世界遺産センター」「リニア見学センター」の紹
介など（予定）

■
販
売
価
格
な
ど

【
価
格
】
５
０
０
円
（
送
付
希
望
の
場

合
、
送
料
は
購
入
者
の
ご
負
担
と
な

り
ま
す
）

※�

住
所
録
（
差
込
用
）
80
円
を
別
売

り
に
て
販
売
し
ま
す
。

※�

20
冊
よ
り
、名
入
れ
が
可
能（
実
費
）

で
す
。
裏
表
紙
へ
金
文
字
で
印
刷

い
た
し
ま
す
。

※�

代
金
は
手
帳
引
渡
し
時
に
お
支
払

い
下
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

電
話
に
て
町
企
画
課
ま
で
申
し
込

む
か
、
左
上
の
注
文
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
左
記
載
の
い
ず
れ
か
の

申
し
込
み
先
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
注
文
書
は
役
場
（
本
庁
及
び
支
所
）

窓
口
に
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
期
限
】
９
月
30
日
㈬

【
お
届
け
時
期
】
11
月
下
旬
（
予
定
）

山梨県の情報満載！
一冊あれば、山梨県の今がわかる！

【申し込み先】次のいずれかへお申し込み下さい。
本庁舎企画課企画政策係☎ 055-272-1103 / FAX055-272-2525
三 珠 支 所 庶 務 係☎ 055-240-4153 / FAX055-240-4154
六 郷 支 所 庶 務 係☎ 0556-32-2111 / FAX0556-32-2887
大 同 出 張 所☎ 055-272-1504 / FAX055-272-1569

手帳の内容

2016 年版
山梨県民手帳予約受付中
サイズ：82mm × 145mm
表　紙：ワインレッドのレザー調・スカイブルーのレザー調

写真は２０１５年版の物

切
り
取
り
線

切り取り線

注 文 書
注文冊数 名  入  れ 住  所  録

赤　　冊　/　青　　冊 冊　 冊　

名入れの場合の名称（　　　　　　　　　　　　　　）

申  

込  

者

名  前

住  所
〒

電  話 （　　　　）

※手帳の引渡し場所（いずれか一つを○で囲む）
本庁舎  ・  三珠庁舎  ・  六郷庁舎  ・  大同出張所

２０１６年版
山梨県民手帳

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

あ 

や 

な

と 

も 

き

ち 

な 

つ

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
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